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　5 月 25 日（日）茨城県開発公社ビルにおいて、本会定時総会（箱守志農夫会長）、茨城県柔道整復
師協同組合通常総会（藤田利光理事長）、日本赤十字社茨城県支部柔道整復師会奉仕団定例総会（藤田
博美委員長）が順次開催された。

【公益社団法人茨城県柔道整復師会定時総会】
会員数 326 名　　出席 57 名、委任参加 79 名、書面参加 143 名
定款第 18 条の定足数を満たしているので本定時総会は適法に成立した。

　𠮷原貴範副会長の開会の辞で始まった定時総会は、箱守志農夫会長があいさつされ、会員の方々へ
日頃のご協力に対し感謝の意を述べた。そして、近年の原油価格や電気、ガス等を含む物価高騰が続
いていることなどを挙げ、会員の先生方は大変厳しい財政運営になっている。このような中、マイナ
ンバーカードによる保険証の推進、事務作業などの利便性の向上と業務の簡素化、今後の柔道整復療
養費のオンライン請求についても言及された。
　続いて議題の審議に入り、次の４議題が上程され、定款第 20 条の規定のとおり、全ての議題に対し
満場一致で可決された。 
　なお、役員の選任においては、会長の箱守志農夫、副会長の𠮷原貴範と藁谷和彦が再任された。
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開催開催

議　題　
１．令和６年度事業報告について
２．令和６年度収支決算（貸借対照表・正味財産増減
　　計算書・財産目録・財務諸表に対する注記）及び
　　監査報告について
３．令和７年度関東ブロック会通常総会の議題に対する
　　議決権の一括委任について
４．役員の選任について

あいさつをする箱守志農夫会長
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【茨城県柔道整復師協同組合通常総会】
組合員数 295 名　　出席 50 名、委任参加 67 名、書面参加 130 名
定款第 40 条の定足数を満たしているので本通常総会は成立した。

　引き続き行われた協同組合通常総会は、始めに藤田利光理事長があいさつされ、協同組合の事業活
動および運営にご協力いただいていることへの感謝と、設立当初の「相互扶助の精神」を大切にし、
今後も組合員の皆様の利便性向上に努めることなどについて述べた。
　続いて、議題の審議に入り、次の５議題が上程され、記載のとおり可決された。
　なお、役員の選任においては、山口康副理事長が新理事長に選任された。

　

【日本赤十字社茨城県支部柔道整復師会奉仕団定例総会】
団員数 238 名　　出席 52 名、委任参加 53 名、書面参加 104 名
規則第 8 条第 2 項の定足数を満たしているので本定例総会は成立した。

　最後に行われた赤十字奉仕団定例総会は、藤田博美委員長があいさつされ、日頃から事業活動およ
び運営にご協力いただいていることへの感謝と、今年で設立 15 年目を迎え、今後も日本赤十字社茨城
県支部と連絡を密に取り、円滑な事業運営に努めていくことなどについて述べた。
　続いて議題の審議に入り、次の５議題が上程され、規則第８条第２項のとおり、全ての議題に対し
満場一致で可決された。
　なお、役員の選任においては、藤田博美委員長が再任された。

（広報委員　朝倉 博幸）

議　題　
１．令和６年度事業報告について
２．令和６年度収支決算について
３．令和７年度事業計画について
４．令和７年度収支予算について
５．役員の選任について

あいさつをする藤田博美委員長

あいさつをする藤田利光理事長

議　題　
１．令和６年度事業報告について
２．令和６年度収支決算及び財産目録並びに
　　監査報告について
３．令和７年度事業計画について
４．令和７年度収支予算について
　　定款第 40 条のとおり、全ての議題に対し
　　満場一致で可決された。
５．役員の選任について
　　定款第 32 条第４項の規定のとおり、選考
　　委員により指名推薦が行われ、新役員が
　　選任された。
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役員就任挨拶
会長　箱守 志農夫
　平素は、本会の事業活動に深いご理解
とご協力を賜り心から感謝申し上げます。
　この度の定時総会の役員改選におい
て、会長に再任されました箱守志農夫で
す。よろしくお願い申し上げます。

　さて、我々柔道整復師業界は、一連の物価高騰やコ
ロナ禍による来院患者数の減少などが相まって、大変
厳しい財政運営を余儀なくされております。
　その一方で国内においては、少子高齢化の進行などが
加わり、社会情勢の先行きに不透明感が強まっております。
　このような中、私ども公益社団法人茨城県柔道整復
師会は、早くコロナ禍前の生活を取り戻し、皆様に良質
な医療「柔道整復術（骨折、脱臼、捻挫、打撲、挫傷）」・
介護予防・福祉を提供することにより、県民の公衆衛生
の向上に貢献する諸事業を推進したいと考えております。
　私は、もとより浅学非才でありますが、「一意専心」
心を新たにして本会会員のため、延いては柔道整復師
業界のため、最善の努力を傾注する所存であります。
　何卒、これからも格段のご理解とご支援を賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。

副会長　𠮷原 貴範
　この度の定時総会において、副会長
に再選任していただき大変光栄に存じま
す。その責務の重大さに身が引き締まる
思いです。
　副会長として２期目となりますが、依

然として我々柔道整復師の環境は、厳しい状況にありま
す。この状況を改善していくには、先人の先生たちが築
き上げてきた関係省庁・関連保険団体・医師会などと
の関係を更に強化していかなければならないと考えてい
ます。時代の流れに乗り遅れることなく、情報のいち早
い収集、会員への情報の公開に努め、会長・副会長共
二期目となりますが、箱守会長のもと皆様のご意見ご提
案を真摯に受け止め、茨城県柔道整復師会が発展して
いくために、一丸となり邁進する覚悟です。厳しい時代
ではありますが、一歩一歩前進できるよう精いっぱい頑
張りますので、今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしく
お願い申し上げます。

副会長　藁谷 和彦
　この度の役員改選におきまして、第二
期目の箱守会長のもと、𠮷原貴範副会長
と共に副会長として再任されました。こ
れもひとえに、皆様方のご支援の賜物と
深く感謝申し上げます。

　我々、柔道整復師業界を取り巻く環境は、ますます
厳しい状況であると同時に、国が進める医療費適正化
対策やオンラインによる資格確認システムの導入、更に
療養費の電子請求への移行など、大きな転換期を迎え
ており、箱守会長を中心に諸問題に対応し職務を全う
する覚悟です。
　これからも、会員の皆様をサポートできる茨城県柔道
整復師会になるよう、相互扶助の精神のもと、会長の補
佐役として粉骨砕身働かせていただきますので、ご理解

とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　粗辞ではございますが、就任の挨拶とさせていただ
きます。

総務部長　山口 康
　この度の役員改選において、引き続き
総務部長を拝命いたしました。大変光栄
に思うと共に、その責務の重さに気の引
き締まる思いであります。
　現在、物価高騰や患者様の受診抑制

といった社会的・経済的な影響が、私たち柔道整復師
の業務にも大きな影響を及ぼしております。このような
状況下において、本会の運営もまた柔軟かつ的確な対
応が求められており、各種書類等をデータ化しインター
ネット配信へ移行するなど、業務の合理化にも取り組ん
でおります。
　二期目となる本任期では、これまでの経験をもとに、
箱守会長のもと、会務のさらなる安定化と効率化を図る
とともに、こうした困難な環境の中でも会員の皆様の支
えとなれるよう努めてまいります。また、柔道整復師と
いう業種が社会的に正しく理解、評価されるよう尽力し
てまいる所存であります。
　今後とも引き続きご指導ご協力を賜りますようよろし
くお願い申し上げます。

経理部長　下村 年秋
　私は、監事を一期、理事を二期務めさ
せていただき、今回三期目の理事職に就
かせていただきました。理事就任にあた
り、一言ごあいさつ申し上げます。
　現在、医療業界全体が崩壊の危機に

見舞われております。今の病院経営は、６割から７割が
赤字経営になっているようで、歯科医師の業界において
は、あちらこちらで廃業・倒産の話を耳にします。柔道
整復師業界も同様に収入の減少、規模の縮小を余儀な
くされております。このようなことから、一日も早く我々
の業界も現状から脱却し、回復、発展させて行かなくて
はなりません。
　箱守会長をはじめ、𠮷原副会長、藁谷副会長、理事、
監事の皆様と協力し、力を合わせ一丸となって、茨城
県柔道整復師会並びに会員の皆様の発展を目指して、
尽力してまいりたいと存じます。
　会員の皆様におかれましては、事業活動へのご理解
とご協力をいただき、より良い会にして行きたいと思い
ます。
　簡単ではありますが、私からの挨拶とさせていただき
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

保険部長　後藤 健雄
　この度の役員改選にあたり、保険部長
を拝命いたしました。改めて身の引き締
まる思いです。
　さて、療養費の適正化の取り組みとし
て実施されていた患者照会が、近年保

険者によっては過剰な実施や誇張表記、誤ったリーフ
レットなどが横行し、明らかな通院抑制となっている現
状です。そのような保険者に対して、保険部一丸となっ
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て、しっかりと改善を求めてまいりたいと思います。従
って、会員の皆様におかれましては、引き続き適切な保
険請求に努めていただきますようお願いいたします。

学術部長　新井 俊行
　この度、学術部長に任命されました水
戸支部の新井俊行と申します。就任二期
目となりますが、引き続き日整「匠の技・
伝承」プロジェクト指導者研修の趣旨目
的である①施術における基本技術の考

え方と指導方法の平準化 (日整水準)。②「骨折・脱臼・
軟部組織損傷は近くの接骨院に行けば安心できる」と
いう状況を作る。③超音波観察装置を柔道整復師のも
のにすべく普及と操作技術の習得。これらを軸に本会に
おける「匠の技」技術講習会についても更に内容を充
実させてまいります。
　また、関東学術大会へ多くの会員の皆様に参加して
いただけるようしっかりと情報を発信し学びの環境作り
に取り組みます。
　施術の根拠が強く求められる今こそ、柔道整復術の
根幹に立ち返り、我々の存在価値が高められるよう、根
本隆司副部長と共に誠心誠意微力を尽くす所存です。
　至らぬ点も多々あるかと存じますが、今後ともご指導
ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

広報部長　富永 秀明
　この度の役員改選に際し、引き続き
広報部長の重責を拝命いたしましたこと
を、誠に光栄に存じます。併せて、再び
ご信任を賜りましたことに、心よりお礼
申し上げます。

　在任中は、関係各位の温かいご支援とご協力を賜り
ながら、広報活動の充実に努めてまいりました。この間、
広報が担うべき役割の重要性を改めて実感するととも
に、数多くの貴重な学びと経験を得ることができました。
　今回の再任にあたりましては、これまで培ってまいり
ました知見を礎に、より一層尽力してまいる所存でござ
います。変化の著しい社会情勢やメディア環境に柔軟
に対応しながら、組織の価値と魅力を広く発信できるよ
う誠心誠意努めてまいります。
　今後とも、皆様のお力添えをいただきながら、より良
い広報活動を目指してまいりますので、変わらぬご指導
とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

事業部長　柴㟢 将志
　この度の役員改選において、事業部長
に任命されましたこと、大変光栄に存じ
ます。
　与えられた事業部での２年間を箱守志
農夫会長のもと、ご助言をいただきなが

ら各部と連携し、副部長である柔道担当の雨谷紀雄先
生並びに救護・生涯学習担当の西澤直之先生と力を合
わせ、一つ一つの事業に対してしっかりと取り組んでま
いりたいと思います。
　事業部での活動を通して、本会の更なる発展と会員
の先生方の末永い繁栄の一助になれるよう、微力な身
ではありますが誠心誠意努力してまいりたいと思います

ので、ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、簡
単ではありますが就任のあいさつとさせていただきます。

介護部長　荘司 智也
　この度、箱守会長より介護部長に再任
を仰せつかりました荘司智也と申します。
　すでにマスコミ等でご存知のとおり、
介護業界も大きな転換期を迎えておりま
す。令和６年度11月時点で要介護認定利

用者は723万人を超えており、今後も更なる増加が見込
まれています。このような状況下で柔道整復師が行える
高齢者の健康維持、運動促進事業（体操教室等）のニ
ーズが高まっていくことは間違いありません。
　私たち柔道整復師も、専門職の特性を生かし一人で
も多くの会員の先生方が介護事業に参入し、業務の幅
を広げていただきたいと願っております。
　微力ながら今まで経験してきたことに、皆様方の知恵
やご指導を仰ぎながら、活動していきたいと考えており
ますので、何卒ご協力の程よろしくお願い申し上げ就任
の挨拶とさせていただきます。

茨城県柔道整復師協同組合　
理事長　山口 康
　この度、茨城県柔道整復師協同組合の
理事長を拝命いたしました山口康でござい
ます。本組合の理事長という重責を担うに
あたり、身の引き締まる思いでございます。

　昨今の物価高騰や医療制度改革など、私たち業界を
取り巻く環境は年々厳しさを増しております。こうした
中だからこそ、「相互扶助の精神」の原点に立ち返り、
賛助会員の皆様と共に組合としてできることを一つひと
つ模索し、時代の変化に対応し、情報提供・活動支援・
共済制度の充実など、柔道整復師業界の発展と、組合員
の皆様の利便性の向上に努めてまいる所存であります。
　理事・役職員の皆様と共に誠心誠意取り組んでまい
りますので、今後とも変わらぬご支援ご協力を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げまして就任の挨拶とさせ
ていただきます。

日本赤十字社茨城県支部柔道整復師会
奉仕団　委員長　藤田　博美
　日本赤十字社茨城県支部柔道整復師
会奉仕団委員長に再任いたしました藤田
博美です。日頃より団員の皆様には、ご
理解とご協力をいただいております。

　ここ近年、各地において毎年のように自然災害に見舞
われております。茨城県内においても例外ではなく、常
総市鬼怒川水害、大子町久慈川水害等、本奉仕団もい
つ災害支援のお手伝いをさせていただくかわかりません。
　本奉仕団としては、日本赤十字社茨城県支部主催の
基礎訓練、常備訓練に参加させていただいており、併
せて本奉仕団においても基礎訓練の講習会を実施して
おります。ホームページに掲載しておりますので是非と
もご覧いただければと思います。
　奉仕団員の皆様におかれましては、本年も引き続き
ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　簡単ではございますが挨拶とさせていただきます。
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7 月 13 日（日）つくば市の筑波大学武道館柔道場において「第 34 回日整全国少年柔道大会茨城県大会」
および「第 15 回日整全国少年柔道形競技会茨城県大会」（公益社団法人茨城県柔道整復師会主催、茨
城県柔道連盟後援）が開催されました。

同大会は、柔道を通じて少年少女の健全なる心身の育成に努めるとともに、参加者相互の親睦並び
に柔道整復師に対する理解を深め、柔道の発展に寄与することを目的としており、成績上位の選手は、
11 月 16 日（日）に東京の講道館で開催される「日整全国少年柔道大会・形競技会」の本県代表選手
として出場します。

開会式では、箱守志農夫大会会長が挨拶に立ち、「柔道の父」として知られる嘉納治五郎先生の教え
に触れながら、「一生懸命練習して強くなるだけでなく、人の痛みがわかる、心の穏やかな優しい人に
成長してほしい」と選手たちに激励の言葉を送りました。

続いて、茨城県柔道連盟の清水定明会長が祝辞を述べ、「伝統ある本大会は、形と試合を併せて実施
する数少ない大会の一つです。勝負には勝つときも負けるときもある。勝っておごらず、負けてくさ
らず、悔いのない一日にしてください」と語り、選手たちを励ましました。

激戦を勝ち抜き茨城県代表に選ばれた選手たちは、全国の舞台での活躍を誓い、力強い決意を新た
にしていました。

代表選手と監督は以下のとおりです。

柔道の部
監督　雨谷 紀雄
4 年生の部　相沢 咲太朗（中郷柔道スポーツ少年団）
5 年生の部　大野 未悠　　（高萩市柔道スポーツ少年団）
5 年生の部　青木 泰獅　　（下館武道館）
6 年生の部　塩浦 有玖　　（常総市体育協会石下柔道部）
6 年生の部　青木 琥太朗（下館武道館）

形の部
監督　藤田 秀彦

（取）箱守 杏
（受）深谷 城太朗（多賀柔道スポーツ少年団）

　４月20日（日）「第35回かすみがうらマラソン兼国際ブラインドマラソン」が開催されました。
　当日は、快晴のもと絶好のマラソン日和の中、全国からたくさんのランナーが集まり気持ちの良い汗
を流していました。
　本会からは、ランナーケアとして33.5km地点に、廣瀬亮介、髙野俊瑞、竹藤憲司、君﨑孝弘の４名、
35.5km地点に市川博章、鈴木崇也、市川整骨院から３名と、私 渡辺昇平の６名、計10名が参加しました。
　私がランナーケアを行った地点では、コールドスプレーによるアイシングを希望するランナーが多く、
軽くスプレーをしてすぐにコースに復帰していました。また、処置が必要なランナーには必要に応じて
筋肉・関節外傷の応急処置等を手早く行い、できるだけ早いリスタートが切れるように心がけました。
併設されている公民館内の救護所の看護師・救急救命士の方々との連携もス
ムーズにとれていたと思います。
　普段の治療現場では、ご一緒できない会員同士の施術・処置・判断等を見
て勉強させていただきながら、様々な症例について情報交換もさせていただ
きました。会員同士楽しく会話も弾み、とても有意義な一日となりました。
　ほかの地点のランナーケアでも、大勢のランナーに処置を行い、日ごろの
施術スキルを大いに発揮できたと思います。
　参加された会員の皆様、お疲れさまでした。

県南支部　渡辺 昇平
第35回かすみがうらマラソン兼国際ブラインドマラソン

第34回日整全国少年柔道大会
第15回日整全国少年柔道形競技会茨城県大会を開催
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　おかげさまで、「いばらき柔道
整復師会ニュース第 79 号」を発
刊することができました。

　日頃よりご協力いただいている委員の先生方をはじめ、
取材や原稿作成にご尽力いただいた皆さまに、心より感謝
申し上げます。
　近年、世界は目まぐるしく変化を続けています。生成 AI の
急速な進化は、私たちの働き方や情報収集の方法にまで影響
を及ぼし、日々アップデートを求められる時代となりました。
　また、大阪・関西万博の開催により明るい話題がある一
方で、物価高騰やお米の価格上昇など、私たちの暮らしに
も少なからず影を落としています。
　こうした社会の変化に、柔道整復師業界も柔軟かつ前向
きに対応していくことが求められています。
　広報部では、そうした時代の動きに即した情報を、より
迅速かつ多様な手段で発信できるよう、SNS との連携を一
層強化し、発信力の向上に努めてまいります。
　今後とも、皆さまのご支援とご協力を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。 （広報部長　富永 秀明）

本会の Facebook 開設について
　タイムリーな情報を掲載予定です
ので、是非ご覧ください。
　URLは下記のとおりです。
https://www.facebook.com/
kousyaibasei
　QRコードからもアクセスできます。

■新入会員■
県南支部　坂本　朋宏
まつもと鍼灸接骨院（取手）
取手市青柳356-5 クラージュ取手２Ｃ号室
☎ 0297-79-4499
県南支部　高田　博美
高田整骨院
牛久市さくら台1-18-9
☎ 029-872-2558
県南支部　齋藤　朋之
さくら整骨院
土浦市神立中央5-11-9
☎ 029-831-8188

《訃　報》
・佐間田 善男（さまた よしお）

水戸支部　佐間田 仁 会員の父
　４月１１日死去　77歳
・新井 猛（あらい たけし）

県南支部　新井 誠一 会員の父
　4月16日死去　94歳
・榊原 美智子（さかきばら みちこ）

県南支部　榊原 城一 会員・榊原 達之 会員の母
　４月23日死去　89歳
・大久保 登志枝（おおくぼ としえ）

県南支部　大久保 篤 会員の母
　4月30日死去　87歳

・小貫 幸子（おぬき さちこ）
県西支部　小貫 良明 会員の母

　6月5日死去　88歳
・大久保 正一（おおくぼ しょういち）

県南支部　大久保 篤 会員の父
　6月10日死去　90歳
・猪野 静男（いの しずお）

県西支部　猪野 淳 会員の父
　7月20日死去　91歳

4月20日（日）
第35回かすみがうらマラソン兼国際ブラインドマラソン
レンコン組合集荷場（33.5㎞地点）

廣瀬亮介、髙野俊瑞、竹藤憲司、君﨑孝弘（県南支部）
沖宿構造改善センター（35.5㎞地点）

市川博章、渡辺昇平、鈴木崇也（県南支部）、
　大和田華乃、北野祐大、生田目愛和（市川接骨院）
　大腿部、下腿部、膝部等を負傷した50名のランナーにア
イシング等の処置をしました。
4月26日（土）
令和7年県民総合体育大会兼第79回国民スポーツ大会
柔道競技成年の部　茨城県選手選考会
アルテンジャパン武道館　柔道場

佐間田仁、綿引徹（水戸支部）
　肘等を負傷した４名の選手にテーピング等の処置をしました。
5月18日（日）
令和7年度 JOCジュニアオリンピックカップ　
茨城県ジュニア柔道体重別選手権大会（男女）兼 
関東ジュニア柔道体重別選手権大会（男女）茨城県予選会
筑波大学武道館柔道場

湯田隆幸、齊藤俊行（県南支部）
　肩、指等を負傷した５名の選手にテーピング、アイシング
等の処置をしました。

救 護 員 派 遣 の 近 況救 護 員 派 遣 の 近 況

　４月12日（土）日立市の「ホリゾンかみね」において、令和
７年度県北支部会議が開催され、多数の会員が出席されま
した。
　当日は、桜が会場周辺を彩り、春の穏やかな陽気にも恵
まれ、明るく和やかな雰囲気の中での会議となりました。
　会議は、羽石副支部長の進行により始まり、冒頭の支部
長あいさつで富永支部長は、日頃より支部活動にご協力い
ただいている会員の皆様への感謝の言葉とともに、現執行
部がこの２年間、支部運営を滞りなく進めることができたこ
とへの謝意が述べられました。
　また、オンライン資格確認の導入開始や、今後予定され
ているオンライン請求の普及により、柔道整復師業界が大
きな転換期を迎えている現状に触れ、会員一人ひとりの意
識と対応の重要性が強調されました。
　その後、議事に移り、令和６年度の活動報告・決算報告・
監査報告が行われました。続いて、令和7年度の活動計画
および予算についても慎重に審議され、いずれも全会一致
で承認されました。
　なお、本年は役員の任期満了の年にあたるため、役員改
選が行われ、現役員の再任が決定し、引き続き職務を担う
こととなりました。
　閉会後には、申し送りなどの事務連絡が行われ、令和7
年度の支部会議は滞りなく終了いたしました。

（広報委員　宮本 親吾）

令和7年度県北支部会議を開催
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【募集代理店】 北関東ファミリー株式会社
https://www.kfamily.net/

フリーダイヤル：0120-48-3376 FAX：029-248-8522

〒310-0842 水戸市けやき台2-14-1

■ アフラックサービスショップ ■ ------------------------------

けやき台店 ／ フリーダイヤル：0120-48-3376

ドローンのことならなんでも承ります！

ドローン産業株式会社
茨城県土浦市大和町７－19
℡ 0 2 9 － 8 3 4 － 2 5 6 0 FAX 0 2 9 － 8 3 4 － 2 5 6 3

明明治治安安田田生生命命保保険険 水水戸戸支支社社
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企画・デザインから印刷・製本まで

まごころ込めた製品を提供します

〒311-4153 水戸市河和田町4433-33
TEL 029（252）8481/FAX 029（252）8459
E-mail ： info@yamasan-print.co.jp

■茨城県柔道整復師会様 _広告原稿　W84×H60.5　　水戸プラザホテル

団団体体保保険険はは接接骨骨院院経経営営者者のの基基礎礎ととななるる保保険険でですす！！

  アアーームムリリ  ンンクク株株式式会会社社

          TTEELL  002277--225555--33223333  
      UURRLL  hhttttppss::////aarrmmlliinnkk..nneett//

　　

柔柔道道整整復復師師

総総合合補補償償制制度度
  総総  合合  保保  険険  ココ  ンン  ササ  ルル  タタ  ンン  トト  ・・  賛賛  助助  会会  員員

　　　　  代代表表取取締締役役　　小小林林　　和和義義

エグゼクティブ･メンバーズ･クラブ ダイヤモンド
三井住友海上プライマリー生命

R7年10月1日に移転予定（土浦市中村南1-4-9）

おかげさまで53周年

塚本工業株式会社
ギフトセンターツカモト
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